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１号機は定格熱出力一定運転中ですが、平成 18 年 11 月 21 日午前９時 44 分、

「Ｂ系原子炉自動スクラム＊１」の警報が発生しました。当該警報は、平均出力

領域モニタ＊２に関連する信号により発生したものですが、関連するパラメータ

には異常がないことから、午前９時 47 分、同警報を解除しました。 

警報発生時に当該モニタに関わる作業がなかったことから、当該モニタの誤

動作によるものと考えられますが、今後、原因について詳細に調査します。 

 これによる外部への放射能の影響はありません。 

 

以 上 

 

 

＊１：Ｂ系原子炉自動スクラム 

原子炉を緊急停止するための信号が片系だけ発生した状態であり、制御棒は動

作しません。スクラム信号はＡ・Ｂ両系が同時に発生することで制御棒を全挿

入し、原子炉を緊急停止させます。 

 

＊２：平均出力領域モニタ 

   原子炉運転中の出力の大きさを計測する装置で、６チャンネル（Ａ～Ｆ）あり、

出力が大きくなった場合等に、原子炉を自動停止させる信号を出す機能があり

ます。 


